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昭和40年(4月末）昭和45年(4月末）昭和50年(4月末）
2,885人 2,359人 2,076人

2,950人 2,356人 2,131人

5,835人 4,715人 4,207人

1,274世帯 1,187世帯 1, 106世帯

〔囁』分〕 転入した人転出した人
27人
41人（前月比19人減）
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表2 就業動機の理由
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表3 荏住青年の就業継続意志
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一表1 アンケート回答者の属性事項 年令 性 戦業 学歴 就職のため 1年

~18才， 22オ～ 農林，非農中卒，高卒 以上町をはなれ
~26，才，～29オ男女林 大卒，その他尉喜験ありなし ％実数

在住 4.5% 29.6 I I I I I 100.0% 
青年 4CJ.4 25.6 174.□%26.□121.4%79.61 % I 96 I 223人

30. 3 56. 61 54. 7 42. 7 
回答 5.3 25.o l76.2 23.7160.5 39.51 6.6 2.6 12.7 1100.1 76 
青年 48.7 21.o 
註大卒は短大卒も含む。
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表4

1農林青年 1兼第業二青種年 全 体

農林産物価格の不安定＇ 13(30.9) 16(26.7) 29(28.4) 
農林地が狭いこと 8(19.0) 11(18.3) 19(18.6) 
農林業の将来性，見通

8(19.□)' し 10(16.7) 18(17.6) 
農技林業術についての知識
， の不足 5(11.9) 5 (8.3) 10 (9.8) 
人手不足，労働過重 1 (2.3) 6(10.0) 7 (6.9) 
収入をふやせないこと 2 (9.5) 4 (6.7) ） 6 (5.9) 
経営資金の不足 3 (7.1) 1 (1. 7 4 (3.9) 
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合取者上十ら今部関ち て事 る費‘プ使ん 全 マユ生産に意欲をもやす。 なも生す‘の津 作めか
は引ののキは年がす販 い項た者法口用の［ かあ活るそ世地 業 たせ
‘ぎみ容口販四改る売 まがめの律バさ家 —

; （予子林稚蚕共同飼育所で）
つりに °の話区 員 こぎ

付が終で の売今団点残本は く用体 自あ すに がり立やに応中 ぢかさ 専りさた換 い
げ‘つにみでの回体がガ何‘こなツ積［たやる彼大立‘がく期援耕ーにかん今念組と゜は彼‘
らもてメなす方ガかあス円今のりに販 弓たっ°はぎち養増三 待をな当増わにはすんの気大に中
れしい lさ゜法スらる計とまガまよ売！かと そくは蚕え年を受ど初反ら励亡るで恋をきと津
てまる夕ん がメのこ 算 いでスしらへ［い彼 の生じ経‘目かけ病は°ずまぎ °ぎしとなつに
なだこ｝の 義 l強とのう行メたなガ ；日の 苦長め営生かけな弱‘ ‘さ同 たさりンてふ

し；望は`イ土鳳誓 竺t̀ぢi胃お；゚ば；［誓l雰 t.~覧 霊嘉ぷ誓賃胃 霊茄麿 ：誓ご：言宝
しく庭夕思りで けに望‘不のて l ば l［しり こ桑 ←の した 桑 の‘ を条 久 づ‘しク職ど

下贋鸞歳沿昇は ［点閉誓冒嘉〉；鼠 亙rt？応 ふ贔 贔ぁ〗よ゜ 畠害冒 ：箆畠 ら虞こ互喜ま箆門麿胃ピし`りだ
［め‘ 懐目 しが掃う長い‘ 二 もー に恥るつ転°あ説の人周か '°と

自ち当 がくてしいりー にとえとーをでて では生 産九賞に る
こはに中ほ友もいる‘中嫁しにるい緒維あーこ汗じ産さ農八゜よ昭゜
tい底津しだ‘し人そ津さた生→うに持ったれをまをら家九昭る和
全なかにいち男‘なしとんいきい°生してとか流つ目にと箆和養四

！し：喜はこ t 一塁詈喜嵐〗‘信←。ふ‘:t讐ぉ‘も、文喜て畠平口怠両兜喜貫
［かし彼 て問んれ業悪つ るでて 終 力常価見 蚕 ゜と °一九興 年
ごつ合に のわにでをいぃ さもこりイに格通 共 ←し 番 先奨‘

~-i I 曰心ヰ込デ示ツ I中 v...!、I ~ り l日」千 し口叫 c... 火未廷, ;; •: ::;:;··, , : t I、斎喜 謬立、急喜鼠喜てぢ名ふ、：哀：ーロ；菜に 臨喜ば ？生励胄
2学友て 相になてしをは 大るけ゜ん生安つ 育 立ーユ 産賞 町
！時だ本 手働く低て知‘ 切さ加←と 産 定い 所のント 生 量受長

i 暮五 まふ いとた る三澄 外いてみ中人れー なひ つ代
ー しオ昭りる彼るしム昔 温゚ん両と °励‘ 津 生も嫁でいった木

0 0和でさが た゚ネ‘ 'L_だ頬明ーま老のだいがも：ば同に
； 母十あと大 桑 ‘ノ峠 と美 にる しい人といここ ：っ級の

ナ五 つ中切 の卜の ．→しつい 、合もたあじな う° た生匠‘

t r--. i:竺戸［ 笠孟喜 門ぇi0与囚誓誓喜ぶ：ふ 醤交：
［ 宮 さま ‘た お‘と を、く のがも共めいもい は木柿・
； 田 んれ夏い お今し 感 匠 表 ら同にてか： す馬の・
［ 委 と ° のとわつて し と 情生僚 酒温 0 : 

・切
でで 熟・
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